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● 9月定例会の概要

● 9月定例会議案審議結果

● 一般質問　3名が登壇

● 所管事務調査

● 議会の主な活動・編集後記



９月  定例会
会期／9月6日～13日（8日間）

一般会計の主な補正
♦県補助金
　戸別所得補償経営安定推進事業費補助金
♦起債
　臨時財政対策債
　過疎対策事業債
　緊急防災・減債事業債
♦特別会計繰入金
　後期高齢者医療特別会計繰入金
　国民健康保険特別会計繰入金
　漁業集落排水特別会計繰入金
♦基金繰入金
　公共施設整備基金繰入金
　ふるさと応援寄附金基金繰入金

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・480万9千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1,395万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1億7,500万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億　500万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・541万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・171万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・666万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,880万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70万5千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・666万1千円

・・・・291万5千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・350万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・480万9千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,400万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,530万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・218万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60万4千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49万3千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・790万円

・・・・350万円

　下水道等事業基金積立金
　（平成24年度漁業集落排水特別会計決算剰余金）
　太良町子ども・子育て支援事業（計画策定委託料、委員報酬等）
　火葬場整備事業（避雷器盤取付工事）
　農地地図情報システム整備業務委託料
　（人・農地プランに伴う農地情報の電子地図化）
　有害鳥獣駆除対策費補助金
　（イノシシ捕獲報償金）
　農地基盤整備事業費補助金
　（整備事業の件数増加のため）
　特産品振興施設整備事業
　（当初計画の事業見直しに伴う事業費の増額）　
　消防施設整備補助金
　　杉谷地区防火水槽改修補助
　　油津地区防火水槽有蓋改修補助
　　波瀬ノ浦地区防火水槽給水管設置補助
　学校施設整備事業（大浦小屋内運動場内壁改修外）
　備品購入事業（多良中学校屋内運動場用の競技用ネット等の購入）

一般会計の補正予算総額　1億414万円
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

承認平成24年度太良町一般会計継
続費精算書報告について

大浦小学校管理・特別教室棟改築事業（平成23年度・
平成24年度事業）の完了に伴う精算報告

全員
賛成

可決太良町子ども・子育て会議条例
の制定について

子ども・子育て支援法で定められた子ども・子育て支
援給付その他子ども及び子どもを養育している者に
必要な支援を図るための事務の処理をする合議制機
関の設置

全員
賛成

可決財産の取得について
太良町消防団第14部（本町・小田・陣ノ内）
消防ポンプ自動車の更新
購入金額　　　　　　　　　　 　1,711万3千365円

全員
賛成

可決
太良町国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う改正
主な内容は、「上場株式等に係る配当所得等」の分離
課税について、特定公社債の利子が対象に追加され
たことと、「株式等に係る譲渡所得等」の分離課税を
一般株式等に係る分と上場株式等に係る分に改組さ
れたことに伴う所要の規定の整備。

全員
賛成

可決太良町税条例の一部を改正する
条例の制定について

地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う改正
主な内容は、金融商品に係る損益通算範囲を拡大す
るとともに、公社債等に対する課税方式の変更、法人
に係る利子割の廃止及び個人住民税の公的年金から
の特別徴収制度の見直し等に伴う改正。

全員
賛成

25年9月定例会 議決結果
9月定例議会は、報告9件、決算認定8件、事件議案9件、補正予算6件の計24件が町長より、また、意見書3件
が議会より提案された。議決結果は次のとおりです。

可決財産の取得について 中山分収造林組合管理の立木購入
購入金額　　　　　　　　　　　　　  909万6千円

全員
賛成

可決財産の取得について 喰場分収造林組合管理の立木購入
購入金額　　　　　　　　　　　　　　 1,326万円

全員
賛成

可決財産の取得について 大野分収造林組合管理の立木購入
購入金額　　　　　　　　　　　　　1,210万3千円

全員
賛成

可決
太良町後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例制定
について

地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う改正
主な内容は、国税の見直しに合わせ、地方税に係る
延滞金、還付加算金の利率の見直しに伴う改正。

全員
賛成

報　告
第３号

第54号

第58号

第56号

第55号

第60号

第59号

第61号

可決財産の取得について 中尾分収造林組合管理の立木購入
購入金額　　　　　　　　　　　　　2,052万9千円

全員
賛成第62号

継続
審査

平成24年度太良町一般会計歳
入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成第63号

第57号
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

継続
審査第64号

平成24年度太良町山林特別会
計歳入歳出決算の認定につい
て

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第65号

平成24年度太良町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第66号

平成24年度太良町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第67号

平成24年度太良町漁業集落排
水特別会計歳入歳出決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第68号

平成24年度太良町簡易水道特
別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第69号

平成24年度太良町水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

継続
審査第70号

平成24年度町立太良病院事業
会計剰余金の処分及び決算の
認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託する
ことに決定

全員
賛成

可決第72号 平成25年度太良町山林特別会
計補正予算(第2号）について

前年度剰余金の基金積立等に伴う193万円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　1億3,691万円

全員
賛成

可決第76号
平成25年度太良町簡易水道特
別会計補正予算（第1号）につい
て

前年度の剰余金確定に伴う58万1千円の減額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　7,441万9千円

全員
賛成

可決意見書
第３号

「森林吸収源対策及び地球温暖
化対策に関する地方の財源確
保」を求める意見書の提出

自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るため
の森林・林業・山村対策の抜本的な強化をはかること
に加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を
有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割
を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の
一定割合を、森林面積に応じて譲与する仕組みを構
築するよう太良町議会として意見書を提出
提出先
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、農林水産大臣、経
済産業大臣、衆議院議長、参議院議長

全員
賛成

可決第75号
平成25年度太良町漁業集落排
水特別会計補正予算(第2号）に
ついて

一般会計への繰出金に伴う666万円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　5,784万6千円

全員
賛成

可決第74号
平成25年度太良町国民健康保
険特別会計補正予算(第2号）に
ついて

一般会計への繰出金等に伴う3,204万円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　18億5,504万円

全員
賛成

可決第73号
平成25年度太良町後期高齢者
医療特別会計補正予算(第1号）
について

一般会計への繰出金に伴う541万3千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　１億2,441万3千円

全員
賛成

可決第71号 平成25年度太良町一般会計補
正予算（第2号）について

特産品振興施設整備事業等　1億414万円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　56億7,235万1千円

全員
賛成
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

可決意見書
第４号

地方財政の充実・強化を求める
意見書の提出

１．地方財政計画、地方交付税総額の決定に当たって　
　は、国の政策方針に基づき一方的に決するのではな
　く、国と地方の協議の場で十分な協議のもとに決定
　すること
２．地方公務員給与費の臨時給与削減により減額し　
　た給与関係経費を復元すること
３．地域の防災・減災に係る必要な財源は通常の予算と
　は別枠で確保するとともに、地方交付税などの一般財
　源と地方債などの特定財源の振替は厳に慎むこと
４．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化を
図ることなど太良町議会として意見書を提出
提出先
内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、内閣
府特命担当大臣、経済産業大臣

全員
賛成

可決意見書
第５号

道州制導入に断固反対する意
見書の提出

我々町村議会は、平成20年以来、町村議会議長全国大会
において、その総意により、「住民自治の推進に逆行する
道州制は行わないこと。」を決定し、本年４月15日には、
全国町村議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明
や真摯な議論もないまま、道州制の導入が決定したかの
ごとき法案が提出されようとしていることは誠に遺憾
である。」とする緊急声明を行った。さらに、7月18日に
は、「道州制は絶対に導入しないこと。」とする要望を決
定し、政府・国会に対し、要請してきた。
　しかしながら、与野党においては、道州制導入を目指
す法案の国会への提出の動きが依然としてみられる。ま
た、野党の一部においては、既に「道州制への移行のため
の改革基本法案」を第183回国会へ提出し、衆議院内閣委
員会において閉会中審査となっているなど、我々の要請
を無視するかの動きをみせている。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたち
を示さないまま、期限を区切った導入ありきの内容と
なっており、事務権限の受け皿という名目のもと、ほと
んどの町村においては、事実上の合併を余儀なくされる
おそれが高いうえ、道州はもとより再編された「基礎自
治体」は、現在の市町村や都道府県に比べ、住民と行政と
の距離が格段に遠くなり、住民自治が衰退してしまうこ
とは明らかである。
　町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料供給、
水源涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、自然を活
かした地場産業を創出し、住民とともに個性あるまちづ
くりを進めてきた。それにもかかわらず、効率性や経済
性を優先し、地域の伝統や文化、郷土意識を無視してつ
くり上げる大規模な団体は、住民を置き去りにするもの
であり、到底地方自治体と呼べるものではない。多様な
自治体の存在を認め、個々の自治体の活力を高めること
が、ひいては、全体としての国力の増強につながるもの
であると確信している。
　よって、道州制の導入に断固反対とする意見書を提出
提出先
内閣総理大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（地方
分権改革）、総務大臣、衆議院議長、参議院議長

全員
賛成

「野菊」の仲間です。主として林縁などの半日陰になるような場所に自
生する多年草です。横断林道沿いで見受けられ、10月～11月頃に咲く花
として知られている。（キク科シオン属） 　　 

表紙写真解説 シロヨメナ（白嫁菜）
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県
自
殺
対
策

緊
急
強
化
基
金
事
業
・
青
少
年

町
民
会
議
と
い
っ
た
三
者
の

連
携
で
行
っ
て
い
る
。今
後
も

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
第
四
十
回
新
春
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

参
加
者
も
多
か
っ
た
と
き
く

が
、そ
の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長

　今
、参
加
者

が
右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い

る
。過
去
三
年
の
実
績
は
平
成

二
十
二
年
度
は
四
百
五
十
三

名
、二
十
三
年
度
は
五
百
四
十

名
、二
十
四
年
度
は
第
四
十
回

大
会
で
五
百
六
十
二
名
で
町

内
が
三
百
十
名
、町
外
が
二
百

五
十
二
名
と
四
十
四
％
か
ら

四
十
五
％
が
町
外
か
ら
の
参

加
者
で
あ
っ
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
達
の
協
力
を
得
な
が

ら
今
年
度
は
特
に
観
光
を
含

む
最
高
の
交
流
事
業
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。

平
古
場
公
子 

議
員

答
▼
現
状
の
補
助
内
容
を
維
持
し
て
い
く

議
員
　
大
規
模
な
自
然
災
害

を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓
練

を
県
西
部
地
区
三
市
四
町
で

五
月
二
十
六
日
に
実
施
さ
れ

た
が
、我
が
町
で
の
防
災
訓
練

の
結
果
と
課
題
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

町
長

　訓
練
を
重
ね
て
実
施

し
、地
震
な
ど
の
災
害
へ
の
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
必
要

性
を
感
じ
る
と
共
に
、津
波
想

定
の
訓
練
で
は
大
浦
中
グ
ラ

ン
ド
を
避
難
場
所
に
選
定
し

た
が
、場
所
を
考
え
直
す
必
要

も
あ
る
。

議
員
　
住
民
の
参
加
者
は
何

名
で
あ
っ
た
か
。

総
務
課
長
　
中
学
生
百
三
十

二
名
、職
員
十
名
、一
般
住
民

四
十
八
名
、計
百
九
十
名
の
参

加
人
数
で
あ
っ
た
。

議
員
　
携
帯
電
話
で
の
緊
急

速
報
メ
ー
ル
訓
練
が
今
回
初

め
て
実
施
さ
れ
た
が
受
信
状

況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

町
長

　ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は

五
十
六
％
の
受
信
率
で
、バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
必
要
で
認
知

度
も
低
い
の
で
住
民
に
周
知
を

図
り
、積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
課
題
と
思
う
。

議
員
　
訓
練
当
日
は
小
学
校
の

運
動
会
と
行
事
が
重
な
り
、自

衛
隊
の
訓
練
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

飛
行
に
多
く
の
人
が
気
を
ひ
か

れ
て
い
た
と
思
う
。九
時
の
緊

急
メ
ー
ル
訓
練
の
件
も
知
ら
な

か
っ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う

だ
。早
期
に
訓
練
日
程
が
決
定

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、運
動

会
等
の
日
程
変
更
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
、訓
練
の
見
学
だ

け
で
も
十
分
勉
強
に
な
り
役
に

立
つ
と
思
う
が
。

教
育
長

　今
後
の
教
訓
に
し

た
い
。

議
員
　
町
民
へ
の
訓
練
日
の

告
知
は
、ど
の
よ
う
な
方
法
で

行
っ
た
の
か
。

町
長

　区
長
会
、班
回
覧
、嘱

託
員
会
、防
災
無
線
で
周
知
を

図
っ
た
。

議
員
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

自
分
の
避
難
場
所
を
知
ら
な

い
人
が
三
十
五
％
も
お
ら
れ

た
が
、こ
れ
ら
の
人
々
に
今
後

ど
の
よ
う
な
方
法
で
認
識
・
広

報
対
策
を
行
う
予
定
か
。

総
務
課
長
　
避
難
場
所
を
明

示
し
夜
間
で
も
分
か
る
蛍
光

看
板
等
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
り
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
啓

発
も
や
っ
て
い
く
。

議
員
　
六
月
に
全
戸
配
布
さ

れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
だ
が
、

こ
れ
を
使
っ
て
の
避
難
訓
練

を
し
た
地
区
が
あ
る
か
。

総
務
課
長
　
今
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員
　
八
月
三
十
日
午
前
零

時
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
特

別
警
報
は
ど
の
よ
う
な
事
態

の
時
に
発
す
る
の
か
説
明
を

求
め
る
。

総
務
課
長
　
詳
し
く
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

久
保 

繁
幸 

議
員

答
▼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
を

太良町新春マラソン大会の様子

般
一

問
質

太
良
町
の
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

般
一

問
質

総
合
防
災
訓
練
の
結
果
と
課
題
は

佐賀県総合防災訓練の様子
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議
員
　
武
雄
市
図
書
館
の
よ
う

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
は
か
る
方
法

も
あ
る
と
思
う
が
、図
書
館
に
つ

い
て
、過
去
に
指
定
管
理
者
制
度

導
入
を
考
え
た
こ
と
は
あ
っ
た

か
。

学
校
教
育
課
長

　平
成
二
十
一

年
度
に
指
定
管
理
者
を
公
募
し

一
業
者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
事
業
計
画
・
サ
ー
ビ
ス

内
容
な
ど
が
不
明
だ
っ
た
た
め

見
送
っ
た
。

議
員
　
現
在
の
大
橋
記
念
図
書

館
は
臨
時
職
員
の
三
名
で
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、町
が
直
営
で
運

営
し
て
い
く
の
な
ら
正
職
員
を

配
置
し
て
、し
っ
か
り
と
し
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
立
て
て
運
営
し
て
い

く
の
が
ベ
ス
ト
だ
と
思
う
が
、そ

う
い
っ
た
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
ま
ず
、公
務
員
の
試
験
に

合
格
し
て
い
た
だ
い
て
、司
書
の

免
許
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、正
職
員
と
し
て
配
置
換

え
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
図
書
館
の
仕
事
は
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
・
高
度

化
し
て
き
て
い
る
。二
、三
年

た
っ
て
や
っ
と
思
う
よ
う
な
仕

事
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。現

在
、図
書
館
に
は
一
名
の
嘱
託
職

員
と
二
名
の
日
々
雇
用
職
員
の

三
名
の
臨
時
職
員
が
い
る
が
、

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
期
間
は

特
別
な
こ
と
が
な
い
限
り
二
年

間
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
図
書

館
の
充
実
を
考
え
る
と
、四
年
で

も
五
年
で
も
、で
き
る
だ
け
長
く

雇
用
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
司
書
の
免
許
が
必
要
な

嘱
託
職
員
に
つ
い
て
は
次
の
人

が
来
る
ま
で
期
限
は
設
定
し
な

い
考
え
で
あ
る
。あ
と
の
二
名
に

つ
い
て
は
半
数
交
代
と
か
、場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
二
名
に
も
う

一
人
追
加
す
る
と
か
、そ
う
い
う

対
策
で
検
討
し
た
い
。

議
員
　
町
内
に
は
百
十
九
の
橋

梁
が
あ
る
が
、こ
の
大
部
分
が
昭

和
の
高
度
経
済
成
長
時
代
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。現
在
は

橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
架
け
替
え
や
補
修
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、ほ
と
ん
ど
が
補

修
に
よ
り
橋
の
寿
命
を
四
十
年

ほ
ど
延
ば
し
て
い
る
だ
け
で
、架

け
替
え
を
先
延
ば
し
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。い
つ
か
架
け
替
え

を
一
度
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
が
来
る
と
思
う
。我
が

町
独
自
の
橋
梁
の
長
期
保
守
計

画
を
策
定
し
て
架
け
替
え
を
優

先
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

建
設
課
長
　
長
寿
命
化
修
繕
計

画
の
見
直
し
を
し
た
り
、財
政
面

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

田
川

　浩

　議
員

答
▼
司
書
免
許
保
有
者
が
公
務
員
試
験
に
合
格
す
れ
ば
配
置
し
た
い

町立大橋記念図書館の外観

般
一

問
質

図
書
館
に
正
職
員
の
配
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か

経
済
建
設
常
任
委
員
会 

所
管
事
務
調
査亀ノ浦水源地

　
平
成
25
年
６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
所
管
事
務（
簡
易
水
道

整
備
）に
つ
い
て
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、現
地
調
査
及
び
聞
き
取
り
調
査
を
行

な
っ
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

一
、簡
易
水
道
に
お
い
て
突
出
し
て
有
収
率
の
低
い
地
区
が
あ
る
。配
管
の
老
朽

　  

化
に
よ
る
漏
れ
等
、早
急
な
改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

一
、工
事
に
伴
う
配
管
敷
設
図
等
の
補
整
は
も
ち
ろ
ん
全
区
域
の
配
管
敷
設
図

　  

等
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

以
上
の
意
見
に
つ
い
て
、町
へ
の
要
望
事
項
と
し
て
提
出
し
、回
答
を
得
た
。

町
か
ら
の
回
答
は
、

一
、特
に
突
出
し
て
有
収
率
の
低
い
地
区
に
つ
い
て
は
、経
年
し
た
施
設
等
の
改

　  

修
は
不
可
欠
で
あ
り
、５
年
間
程
度
の
短
期
間
で
全
体
的
敷
設
替
工
事
を
計

　  

画
し
、効
果
的
な
事
業
及
び
施
設

　  

の
更
新
を
図
り
、有
収
率
の
向
上

　  

に
努 

め
る
。

一
、全
区
域
の
配
管
敷
設
図
等
の
整
備

　  

に
つ
い
て
は
、敷
設
時
の
記
録
等

　  

が
乏
し
く
、箇
所
に
よ
っ
て
は
精

　  

度
の
低
い
も
の
も
あ
る
。

　  

一
度
に
す
べ
て
を
精
度
の
高
い
も

　  

の
に
は
厳
し
い
が
、新
規
に
改
修

　  

工
事
等
を
実
施
し
確
認
で
き
た
箇

　  
所
は
そ
の
都
度
更
新
し
て
い
く
。

※
財
政
事
情
を
考
慮
し
た
中
で
の
前
向
き

な
回
答
で
あ
っ
た
が
、町
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
今
後
と
も
改
善
に
向
け
て
努
力
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
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村田晃嗣氏による講演の様子

7月23日白石町議会 7月24日東彼杵町議会

合同研修会 報告

白石町・東彼杵町議会行政視察受け入れ

　8月29日に佐賀市のマリターレ創世にて、佐賀県町村会・町村議会議長会合同研修会が開催されまし
た。
　まず、「変動する国際情勢と日本の課題」というテーマで、同志社大学学長の村田晃嗣氏の講演があり
ました。
　今、日本と中国、韓国の間には領土問題と歴史認識の問題があるが、中国も韓国もこの問題を政治問
題として利用しようとしているので、たとえ歴史の事実が解明したからといって問題が解決されるわ
けではないということや、あと12、3年したら中国のGDPは米国を抜いて世界一になることが予測され
るが、その頃から中国の人口が減少し始め深刻な少子高齢化が起こる。また、深刻な水不足や資源の枯
渇も予想され、日本も混乱に巻き込まれかねない。米国の力を借りて戦略的な外交を行い、アジア太平
洋地域の安定を維持しなければならないという内容でした。
　研修会の後半は、インターネットを利用した選挙運動についての講義が行われました。

◆研修内容◆　・議員定数減について　・議員報酬減について　・政治倫理条例制定について

太良町議会だより130号　平成25年10月11日 （8）



　波瀬ノ浦地区防火水槽給水設備改修
工事の概要を調査。ほかに多良中学校
屋内運動場等を調査した。

　大浦児童館の今後について、保護者
との意見交換会を開催。

　通学路の安全性確保のため、9月18日
JR多良駅周辺の除草作業を実施。

通学路の
巡視活動

9月18日（水）

　議会報告と今後のまちづくりについ
て意見交換を行った。
（11月中にケーブルテレビで放送予定）

区長会との
対話会議

10月2日（水）

議案調査

9月11日（水）

総務常任委員会
所管事務調査

9月13日（金）

太良町議会だより 130号　平成25年10月11日（9）



平
古
場
公
子

所
賀

　
　廣

牟
田

　則
雄

江
口

　孝
二

田
川

　
　浩

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
暦
の
上
で
は
秋
と
な
り
、山
々
で
は
少

し
ず
つ
、木
々
が
色
づ
き
出
し
、ま
た
、収

穫
の
秋
を
迎
え
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
稲
刈

り
を
見
か
け
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
、い
つ

何
時
、ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
か
予

測
で
き
な
い
世
の
中
で
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

町
民
の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に

留
意
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
議
会
だ
よ
り
に
関
し
町
民
の
ご
意
見
・

提
言
を
頂
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
主
な
活
動
7
月
〜
9
月

7月

12223599101116171823242526272930

8月

8月

佐
賀
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長
連
絡
会
議

市
町
長
、国
保
運
営
協
議
会
会
長
・

委
員
、国
保
主
管
課
長
合
同
セ
ミ
ナ
ー

第
15
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

太
良
町
民
生
委
員
推
薦
会

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
8
月
定
例
会

多
良
岳
200
年
の
森
つ
く
り
監
事
会

鹿
島
藤
津
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
8
月
定
例
会

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

杵
藤
地
区
議
長
会
議
員
懇
談
会

2020212327272929292923661011131315181822242430

9月

街角クイズ!!

※締め切り／10月末日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもって代えさせていた
だきます。前回は多数のご応募ありがとうございました。

〒849-1698　藤津郡太良町大字多良1-6
　　　　　太良町議会事務局「街角クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名・電話番
号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q）  太良町の森林面積は4,119haあり
　　太良町の総面積の55.5％を占めて
　　います。森林の中には、国有林、県有
　　林、町有林、私有林とありますが、町
　　有林の面積は次の3つのうち、どれ
　　でしょうか？

答）①約　500ha
    ②約1,500ha
    ③約3,500ha

（多良岳）

24
〜
30

平成25年度前期（4月〜9月分）議長交際費の支出状況

区　分

祝　儀

慶　弔

合　計

５月24日

５月24日

６月９日

６月27日

７月３日

９月２日

４月８日

７件　

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

5,000

10,000

40,000

太良町自衛隊父兄会総会

太良町防衛協会総会

第29回鹿島ガタリンピック

太良町観光協会通常総会

竹崎かに旅館組合通常総会

かに供養祭

鹿島市議会議長　橋川宏彰氏逝去に伴う香典

支出日 支出金額（円） 支出の相手方・行事名

太
良
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

佐
賀
県
消
防
操
法
大
会
訓
練
慰
問

議
会
広
報
編
集
委
員
会

太
良
町
教
育
振
興
会
理
事
会
・
評
議
員
会

太
良
町
竹
崎
か
に
旅
館
組
合
通
常
総
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

太
良
人
工
海
浜
公
園
白
浜
海
水
浴
場
海
開
き
式

多
良
岳
200
年
の
森
つ
く
り
委
員
会

知
事
と
の
対
話
集
会

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
会
計
監
査

太
良
町
中
山
キ
ャ
ン
プ
場
山
開
き
式

第
14
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

国
道
207
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
・

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
進
期
成
会
総
会

佐
賀
県
白
石
町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

行
政
視
察
受
入
れ

長
崎
県
東
彼
杵
町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

行
政
視
察
受
入
れ

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

太
良
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
検
討
委
員
会

第
22
回
太
良
町
納
涼
夏
ま
つ
り

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
監
査

知
事
・
市
町
議
会
議
長
懇
話
会

佐
賀
西
部
政
経
セ
ミ
ナ
ー

太
良
町
消
防
団
夏
季
点
検

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
引
渡
式

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

8
月
定
例
会
事
前
勉
強
会

7161920

か
に
供
養
祭

議
会
運
営
委
員
会

9
月
定
例
会
招
集

全
員
協
議
会

9
月
定
例
会
一
般
質
問

第
16
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

9
月
定
例
会
議
案
審
議

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

大
浦
中
学
校
体
育
大
会

全
員
協
議
会

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

多
良
小
学
校
運
動
会

秋
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

議
会
広
報
編
集
委
員
会

藤
津
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
総
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

太良町議会だより130号　平成25年10月11日 （10）


